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管理栄養士国家試験に関する一考察
阿部　としよ
栄養士・管理栄養士の歩み
1. 栄養士と法規
わが国における栄養士「第一号」は大正 15 年 3 月に誕生した。呼び名は「栄養手」であった。育
ての親は、明治末期に栄養学を学んでアメリカから帰国した佐
さえきただす
伯矩。彼は私費を投じて栄養学校を
設立し、15 名の「栄養手」を世に送り出した。以来 85 年が過ぎた。
法規上の裏づけは栄養士法で、それまでの栄養士規則を発展的に受け継ぎ昭和 23 年（1948 年）1
月 1日に施行された。翌 23 年には医療法、同施行規則が制定され 100 床以上の病院に 1名の栄養士
配置が規定され臨床現場での栄養士活動整備の第一歩となった。以降続々と栄養士業務に関わる法
的整備がなされた。中でも昭和 27 年（1952 年）に制定された栄養改善法は筆者の専門領域の一つ
である給食経営管理領域における栄養士配置規定が後年徐々に整備され給食経営管理の礎になるな
ど健康増進法に引き継がれるまでの 50 年間、公衆栄養領域における栄養指導（当時は栄養改善）推
進のみならず栄養士活動全般の法的根拠となったと言っても過言ではない。
2. 管理栄養士誕生と養成教育
現在、わが国での栄養士活動の中核をなして来ている管理栄養士は、前述の栄養士同様アメリカ
の養成教育が大きく影響している。栄養士法施行当時の養成は 1年以上、1700 時間以上の履修と
なって 18 校が指定された。40 時間の道義（道徳）を除いた 1660 時間は専門教育で栄養学 290 時間、
食品学 150 時間、調理学の理論・実習・実験が 430 時間、臨地訓練 200 時間などで構成され、調理
学領域中心の養成教育であった。1年制（高等科設置が大部分）が 13 校、2年制が 4校、3年制が 1
校で実質 2年制での養成がなされていた。3年後の昭和 25 年（1950 年）4月より栄養士法が一部改
正され修業年限 2年以上、2400 時間の履修となり 21校が指定された。この 13年後の昭和 38年（1963
年）4 月 1 日に施行された改正栄養士法により「栄養士のうち複雑または困難な栄養指導業務に従
事する適格性を有する者」として管理栄養士が創設された。昭和 42 年（1967 年）には管理栄養士
学校指定規則に則って 19 校の養成施設が指定された。修業年限 4年、履修は時間数から単位制へと
変換し 124 単位（一般教育科目：48 単位、専門教育科目：76 単位）とされた。今日の管理栄養士養
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成課程のスタートがここにある。
3. 諸外国の栄養士教育と臨地実習
（社）日本栄養士会栄養指導研究所から平成 9年（1997 年）に出した栄養・食生活情報 511 号に
よると養成教育期間が 2～ 3 年の国はオーストリア、ベルギー、デンマーク、フランス、スウェー
デン、スイス、4年の国はオランダ、イギリス、カナダ、アメリカであった。
臨地実習については 10 ～ 20 週の国がオーストリア、フランス、スウェーデン、これ以上の国が
6カ国で 900 時間のアメリカ、25 ～ 26 週のイギリス、オランダ、ベルギーの 38 週、45 週のカナダ、
1年間のデンマークとなっていた。1週を 40 時間と仮に仮定するとアメリカは 22 ～ 23 週と試算さ
れる。これら 6カ国のうちオランダ、イギリス、カナダ、アメリカは修業年限が 4年で、6ヶ月か
ら 1年もの学外実習を組み入れている。因みに今のわが国の管理栄養士課程での臨地実習は校外実
習 1単位：1週を含みわずか 4単位：4週である。諸外国も最終学年に学外実習が配置されていると
したら管理栄養士国家試験対策に明け暮れているわが国での 4年次のあり方とはあまりに大きな違
いである。カナダ、アメリカにおいては上述臨地実習に加え病院などでの卒後インターン制度もあり、
学内教育に偏るわが国の栄養士教育とは大きく異なり、学外の長期実習で応用実践力をつけること
に重きを置いていることがわかる。今後このような諸外国の養成教育の有り様がわが国にも定着す
るかは不明であるが医師、看護師、薬剤師など医療現場等で管理栄養士と協働して業務するコメディ
カルスタッフ養成のための学外実習、養成教育を考えると管理栄養士教育だけが現状に甘んじてい
ることは許されないのではなかろうか・・・・・・？その延長線上から述べるとすると学外実習受
け入れ施設の実習生教育システムやここから派生する大学教員と臨床・給食経営管理などの実践の
場で勤務する管理栄養士との相互交流システムの構築、管理栄養士国家試験のあり方、修業年限等
も包含した大きな視点での検討の余地が残されている。
管理栄養士国家試験
1. 旧管理栄養士国家試験
かつて栄養士にも国家試験が存在した。調理師免許保有者が現場経験をもとに受験資格を得て受
験合格し栄養士となり、さらに管理栄養士国家試験を経て管理栄養士として活躍されている人も存
在している。昭和 24 年（1949 年）から 40 年間実施された後廃止されている。
今、直近の管理栄養士国家試験は 2011 年 3 月に実施予定の第 25 回管理栄養士国家試験である。
この回数から逆算すると第 1回は昭和 62 年（1987 年）ということになる。この国家試験は新国家
試験と言うべきか、これより以前に旧国家試験が存在した。筆者はこの旧国家試験の全科目受験者
である。昭和 38 年（1963 年）が旧第 1回で昭和 61 年（1986 年）の旧第 24 回まで毎年 1回、実施
された。新国家試験第 1回の昭和 62 年まで栄養士経験者を対象とした 3科目免除と全科目対象と 2
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種の試験が実施された。また旧国家試験
は学科試験だけでなく学科試験合格者を
対象とした実地試験（第 2次：面接諮問）
も引き続いてあり 6ヶ月以上これらに要
してその最終結果が実に待ち遠しいもの
であった。表 1に示したように最終合格
者は 2桁から 3桁と 2010 年：第 24 回実
施の新国家試験合格者：8058 名のよう
な膨大な合格者数の存在性とは大きく異
なっていた。筆者が受験した当時は厚生
省が認可した養成施設卒業生は大学での
必要単位を取得すれば卒業と同時に管理
栄養士資格が得られていた。このような
中、国家試験合格率は 20％前後ととり
わけ難易度が高く、2～ 3 回チャレンジ
した後ようやく合格したというのが一般
的であった。全科目受験の初回合格は今
であれば新卒者なら珍しくはないが昭和
30 ～ 50 年代において、国家試験合格者
は非常に少なく管理栄養士間でも大きな
ステータスであった。
2. 新管理栄養士国家試験の概要
昭和 62 年（1987 年）第 1回国家試験がわが国における管理栄養士国家試験の最初と教科書等に
も掲載されている。旧国家試験のように認可養成施設卒業生を除外するのでなく他のコメディカル
スタッフ同様、管理栄養士も全て国家試験によって生み出すということとなったためである。表 1
は紙面の都合で 4～ 5回間隔であらわしているが第 6回試験：平成 4年までは受験者数は 4桁であっ
た。しかし、その後 1万人を超え、第 14 回試験：平成 12 年（2000 年）以降受験者は 2万人を超えた。
以来 10 年が過ぎている。第 19 回試験：平成 17 年（2005 年）までは全科目受験とともに 6科目免
除受験も継続実施された。翌 20 回試験：平成 18 年（2006 年）以降は新カリキュラムにおける卒業
生が対象となった。本学は第 23 回試験：平成 21 年（2009 年）より管理栄養士国家試験に組み入れ
られることとなった。表 2にこの第 20 回試験から第 24 回試験：平成 22 年（2010 年）の新カリキュ
ラム卒業生対象の試験、5回分を新卒者の合格率で示した。空欄は未実施である。
受験者数 合格率 % 合格者数
全科目受験 1526 17.8 
旧 1回 1963 年 三科目免除 1611 27.7 
実地試験 * 701 92.6 649
全科目受験 342 18.1 
5 回 1967 年 三科目免除 134 19.4 
実地試験 * 88 97.7 86
全科目受験 479 21.5 
10 回 1972 年 三科目免除 179 25.1 
実地試験 * 148 95.9 142
全科目受験 942 40.3 
15 回 1977 年 三科目免除 64 40.6 
実地試験 * 404 99.0 400
全科目受験 1081 29.1 
20 回 1982 年 三科目免除 15 13.3 
実地試験 * 321 100.0 321
全科目受験 7985 53.5 
24 回 1986 年 三科目免除 202 62.9 
実地試験 * 4387 95.8 4202
全科目受験 5472 39.3 2338
新 1 回 1987 年 三科目免除 99 43.4 
5 回 1991 年 全科目ほか 6295 53.2 3350
10 回 1996 年 全科目ほか 13194 40.4 5334
15 回 2001 年 全科目ほか 21748 21.4 2662
20 回 2006 年 新卒 +既卒 20570 26.8 5504
21 回 2007 年 新卒 +既卒 21571 35.2 7592
22 回 2008 年 新卒 +既卒 22073 31.6 6968
23 回 2009 年 新卒 +既卒 23744 29.0 6877
24 回 2010 年 新卒 +既卒 25047 32.2 8058
表 1　管理栄養士国家試験の変遷
*全科目、三科目免除の合計
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No 24 回 23 回 22 回 21 回 20 回
1 73.1 72.2 72.8 78.6 67.1 
2 87.0 67.4 84.2 94.0 83.3 
3 94.4 66.7 86.8 86.8 58.5 
4 49.6 50.0 59.1 50.6 
5 55.6 
6 72.0 68.3 73.0 84.8 64.9 
7 60.7 40.4 51.2 50.8 45.5 
8 67.4 72.7 59.1 51.0 
9 58.3 43.2 38.5 33.3 
10 48.7 47.7 49.4 67.1 43.2 
11 54.0 48.8 47.3 71.4 40.9 
12 93.6 89.5 85.3 96.2 92.3 
13 95.4 89.9 97.4 92.9 93.5 
14 86.5 92.1 95.8 100.0 99.0 
15 68.5 75.6 76.5 84.3 68.4 
16 85.1 34.7 
17 81.3 76.8 77.7 77.8 52.6 
18 87.9 81.1 90.1 88.8 87.8 
19 94.2 84.0 76.4 88.5 77.4 
20 100.0 83.7 82.4 93.3 87.5 
21 75.3 74.7 88.8 90.7 56.3 
22 89.9 90.7 91.2 94.1 86.4 
23 81.5 86.8 96.9 74.0 66.7 
24 92.0 85.0 91.4 92.6 86.9 
25 83.9 85.7 100.0 86.8 87.7 
26 81.7 87.5 81.8 87.3 91.0 
27 75.8 72.7 87.8 86.4 70.3 
28 67.5 87.5 85.7 82.1 
29 92.3 94.3 94.4 
30 68.6 50.7 
31 87.1 69.9 
32 33.3 
33 88.6 82.5 85.2 91.6 58.5 
34 77.7 85.7 80.0 82.9 71.2 
35 84.9 68.4 82.2 79.5 52.1 
36 100.0 97.7 86.0 97.7 
37 81.4 72.9 78.3 89.6 79.2 
38 70.7 73.0 77.9 
39 72.6 47.9 82.1 71.2 59.2 
40 86.7 92.6 96.8 96.9 96.2 
41 43.0 27.8 
42 89.1 88.4 91.2 95.7 81.4 
43 97.5 96.3 95.8 100.0 98.6 
44 52.2 52.3 67.9 66.7 57.5 
45 95.5 82.2 72.1 77.5 48.8 
46 87.1 81.8 86.8 89.1 89.6 
47 67.1 64.1 76.3 82.1 44.9 
48 67.6 61.8 78.9 75.3 
49 95.0 67.5 85.7 
50 55.4 25.4 
51 75.0 82.9 82.5 82.6 83.0 
52 67.6 44.4 81.8 80.8 
53 97.6 98.6 96.2 97.1 94.2 
54 92.7 93.3 83.9 95.8 84.4 
No 24 回 23 回 22 回 21 回 20 回
55 100.0 87.0 97.4 91.7 89.5 
56 60.3 64.2 75.0 59.7 38.4 
57 88.0 85.2 86.2 96.0 82.8 
58 91.7 83.3 100.0 83.9 87.5 
59 67.4 74.4 80.2 66.7 67.1 
60 87.0 78.9 84.5 80.7 81.3 
61 93.1 89.3 92.6 96.4 
62 71.7 73.5 72.2 60.5 
63 76.2 67.1 58.9 57.0 
64 65.0 58.6 
65 74.4 63.8 
66 19.4 
67 82.9 
68 83.7 86.6 91.3 91.0 87.7 
69 88.1 91.3 80.8 94.4 90.1 
70 85.0 92.0 95.1 98.1 86.5 
71 94.2 90.4 84.8 81.1 73.4 
72 83.3 71.7 84.7 84.7 29.7 
73 73.5 63.4 79.7 72.2 36.5 
74 57.8 45.8 
75 83.9 91.1 100.0 98.1 97.2 
76 92.3 72.3 76.4 71.2 
77 94.3 94.3 
78 57.5 
79 77.5 66.2 78.7 81.6 73.1 
80 90.0 88.1 92.9 93.0 92.9 
81 85.4 53.4 57.9 91.2 70.9 
82 79.7 72.4 68.5 71.3 42.3 
83 79.1 40.7 51.8 64.0 46.4 
84 33.9 50.0 64.3 71.1 60.0 
85 84.3 62.2 56.3 71.6 63.8 
86 65.7 51.5 63.1 67.2 60.6 
87 94.5 81.8 92.3 79.5 64.2 
88 90.4 68.7 78.9 
89 91.4 81.3 
90 85.3 87.8 94.1 100.0 100.0 
91 82.7 86.5 95.7 92.2 96.2 
92 73.0 70.2 65.9 85.9 85.3 
93 92.4 87.5 87.7 89.3 88.4 
94 68.4 71.4 69.6 63.6 
95 82.4 80.4 74.7 70.8 63.7 
96 93.5 75.0 93.4 94.4 85.5 
97 94.4 96.1 97.0 94.4 87.5 
98 60.9 73.3 71.8 77.2 45.5 
99 78.8 83.9 93.5 61.8 85.7 
100 62.7 62.7 65.3 66.4 45.8 
101 87.8 77.8 73.2 91.4 88.4 
102 93.9 84.4 96.1 96.7 42.2 
103 89.2 79.2 56.3 60.6 48.5 
104 85.7 89.5 78.9 82.9 76.3 
105 47.9 
106 72.7 51.6 76.7 58.6 38.6 
107 77.8 74.4 78.8 83.3 
108 46.7 59.6 46.5 76.5 57.8 
表 2　管理栄養士国家試験合格率
（新卒）(％)
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3. 第 24 回国家試験
管理栄養士国家試験が新カリキュラムに基づいて実施されるようになった第 20回から数えて 5回
目である。第20回の参加校は75であったのが徐々に増加して第24回では108校となった。まだ東北、
東海・信越地域に管理栄養士国家試験に参入予定の養成施設が存在するので 110は超えることとなる。
表 3には 3回以上国家試験を実施した養成施設を国公私立別に、表 4には厚生局管内別（地域別）
の新卒者状況をまとめた。両方の表の施設数は 92 校と 108 校と 16 校の差がある。
3回以上国家試験を経験したということは少なくとも第 22 回国家試験からの経験がある施設とい
うことになる。特に注目したいのは両表の中央部にある受験者定員比率である。本比率算出の基と
した養成施設の定員は大学受験雑誌及び各厚生局 HP等に記載、アップされている数値を使用した。
2つの表で国公立の比率のみ 100％を超えている。つまり定員より多い人数の学生が国家試験を受験
していることを示している。これに反して表 3の私立 78 校の平均は 89.6％であった。つまり定員よ
り10.4％少ない学生が受験しているという結果であった。これは比較の数値があくまでも定員であっ
て在籍数ではない。私学で定員割れが起こっていることも考えられるので軽々に論じることは出来
ないが国公立に比して私立は定員より少ない学生が受験しているという実態があった。大学内での
国家試験受験者調整に対しては様々な論議がある。卒後の進路（就職先）や本人の適性等を勘案し
て管理栄養士国家試験の受験をしないという、学生の立場に立った指導は教育的でむしろ最終学年
の過ごし方において悔いのない有意義なものとも言える。今回筆者が調査した新カリキュラム下で
の 5回の国家試験における受験者調整とも思われる状況で最も多かったのが定員の 7割台が受験者
数であった大学である。6校存在したが全て私学であった。つまりその大学においては少なくとも 2
入学定員計 受験者計 受験者定員比率
1校平均
受験者数 合格者計 合格率 (%)
国立 2 校 86 91 105.8 45.5 79 86.8 
公立 12 校 394 403 102.3 33.6 347 86.1 
私立 78 校 7133 6394 89.6 82.0 5154 80.6 
計　 92 校 7613 6888 90.5 74.9 5580 81.0 
表 3　2009 年度 (第 24回 )管理栄養士国家試験における受験状況（国公私立別）
（対象 :過去 3回以上実施施設）
入学定員計 受験者計 受験者定員比率
1校平均受験者
数 合格者計 合格率 (%)
北海道　5校 395 365 92.4 73.0 252 69.0 
東北　　 5 校 380 357 93.9 71.4 223 62.5 
関東信越 28 校 2515 2283 90.8 81.5 1884 82.5 
東海北陸 13 校 1150 975 84.8 75.0 750 76.9 
近畿　 　27 校 2165 1894 87.5 70.1 1499 79.1 
中国四国 16 校 1035 926 89.5 57.9 740 79.9 
九州　 　14 校 1185 1065 89.9 76.1 839 78.8 
計　　108 校 8825 7865 89.1 72.8 6187 78.7 
表 4　2009 年度（第 24回）管理栄養士国家試験における受験状況（地域別）
（対象 :第 24 回国家試験実施全施設）
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割以上の学生が受験をしていないと思われる。その割合がほぼ半数、つまり定員の 5割前後の学生
しか受験していない大学も関東地域で 2校見られた。本学の近隣校においてみてみると特に著しい
と思われたのが第 24 回国家試験において定員（編入も含む）の 3割という信じがたいほど少数の受
験者の大学が 1校見られた。このような事態に至った理由など、詳細が全く伝わってこないので論
評しにくいが管理栄養士国家試験・合格率をその養成教育のなかでどのように位置づけするかとい
うことが問われるのではなかろうか ?このように受験者調整がなされていると思われる一部私学に
比して国公立は全く異なった受験環境と言える。1校平均受験者数は 45.5、33.6 と理想的な少人数
で私学の 82.0 とは一クラス分違う。合格率はいずれも 80％を超えていた。この合格率を表 4の地域
別に見て見ると 80％を超えているのは関東信越地域のみである。両表の施設数が異なり、表 4には
本学のような1～2回といった国家試験経験の浅い大学も含まれており、この結果は当然とも言える。
特に東北地域の合格率が全体から見ると低い傾向がある。
4. 管理栄養士養成における先進校と新規参入校
表 5.6.7 には先進校の、表 8.9.10.11 には新規参入校の実態を示した。
表 5は第 24 回国家試験以降過去 4回以上 80％以上の合格率を示した大学である。No2.33.102 は
80％よりかなり低い結果が 1回は含まれているがその他の大学は新カリキュラム以降、ほぼ 80％以
上の高い合格率を出している。
No 24 回 23 回 22 回 21 回 20 回
2 87.0 67.4 84.2 94.0 83.3 
18 87.9 81.1 90.1 88.8 87.8 
20 100.0 83.7 82.4 93.3 87.5 
25 83.9 85.7 100.0 86.8 87.7 
26 81.7 87.5 81.8 87.3 91.0 
33 88.6 82.5 85.2 91.6 58.5 
53 97.6 98.6 96.2 97.1 94.2 
54 92.7 93.3 83.9 95.8 84.4 
55 100.0 87.0 97.4 91.7 89.5 
57 88.0 85.2 86.2 96.0 82.8 
60 87.0 78.9 84.5 80.7 81.3 
68 83.7 86.6 91.3 91.0 87.7 
69 88.1 91.3 80.8 94.4 90.1 
70 85.0 92.0 95.1 98.1 86.5 
71 94.2 90.4 84.8 81.1 73.4 
90 85.3 87.8 94.1 100.0 100.0 
91 82.7 86.5 95.7 92.2 96.2 
93 92.4 87.5 87.7 89.3 88.4 
97 94.4 96.1 97.0 94.4 87.5 
102 93.9 84.4 96.1 96.7 42.2 
表 5　過去 4回以上　80％以上の合格率を示した施設
(％)
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No 24 回 23 回 22 回 21 回 20 回
1 73.1 72.2 72.8 78.6 67.1 
17 81.3 76.8 77.7 77.8 52.6 
34 77.7 85.7 80.0 82.9 71.2 
37 81.4 72.9 78.3 89.6 79.2 
79 77.5 66.2 78.7 81.6 73.1 
表 6　過去 4回以上　70％以上 90％未満の合格率を示した施設
(％)
No 24 回 23 回 22 回 21 回 20 回
6 72.0 68.3 73.0 84.8 64.9 
47 67.1 64.1 76.3 82.1 44.9 
59 67.4 74.4 80.2 66.7 67.1 
82 79.7 72.4 68.5 71.3 42.3 
86 65.7 51.5 63.1 67.2 60.6 
98 60.9 73.3 71.8 77.2 45.5 
100 62.7 62.7 65.3 66.4 45.8 
表 7　過去 4回以上　60％以上 90％未満の合格率を示した施設
(％)
表 6は表 5よりはやや低い合格率ではあるが非常に堅実、着実にほぼ同じ結果を毎回示されてい
る大学である。表7は表6の大学よりやや合格率が低めではあるが第20回での低値（No47.82.98.100）
から、回数を追うごとに合格率を伸ばされた努力の大学とも言え、本学も学ぶべき点が少なくない
のではなかろうか・・・?
表 8から 11 までは所謂新規参入校で第 21 回からの 13 校が表 8に、第 22 回からの 4校が表 9に、
第 23 回からの 10 校が表 10 に、最後の表 11 には第 24 回からの 6校の合格率を示した。本学は表
10 に入っている。
これら新規参入校で初回から非常に高い結果を出している No36.61.29.77 は全て国公立である。
受験者は 40 名以下である。このような恵まれた養成施設の一方 No4.9.41.50.74 はなかなか厳しい状
No（2010 年） 24 回 23 回 22 回 21 回 20 回
4 49.6 50.0 59.1 50.6
8 67.4 72.7 59.1 51.0
9 58.3 43.2 38.5 33.3
28 67.5 87.5 85.7 82.1
36 100.0 97.7 86.0 97.7
48 67.6 61.8 78.9 75.3
52 67.6 44.4 81.8 80.8
61 93.1 89.3 92.6 96.4
62 71.7 73.5 72.2 60.5
63 76.2 67.1 58.9 57.0
76 92.3 72.3 76.4 71.2
94 68.4 71.4 69.6 63.6
107 77.8 74.4 78.8 83.3
管理栄養士国家試験合格率　新規参入大学の推移
表8　合格率　21回からの参入　13施設 (％)
－ 16 －
No（2010 年） 24 回 23 回 22 回 21 回 20 回
29 92.3 94.3 94.4
38 70.7 73.0 77.9
49 95.0 67.5 85.7
88 90.4 68.7 78.9
表 9　合格率　22回からの参入　4施設 (％)
No（2010 年） 24 回 23 回 22 回 21 回 20 回
16 85.1 34.7
30 68.6 50.7
31 87.1 69.9
41 43.0 27.8
50 55.4 25.4
64 65.0 58.6
65 74.4 63.8
74 57.8 45.8
77 94.3 94.3
89 91.4 81.3
表 10　合格率　23回からの参入　10施設 (％)
No（2010 年） 24 回 23 回 22 回 21 回 20 回
5 55.6
32 33.3
66 19.4
67 82.9
78 57.5
105 47.9
表 11　合格率　24回からの参入　6施設 (％)
況である。いずれも私立で管理栄養士養成において後発であり、先進校が林立する中で学生の獲得
からして不利と言える。なんとか定員を確保して入学させた学生に対して臨地実習をはじめとする
4年間の並々ならない努力も現在の国家試験の有り様においては納得の行く合格率という結果に結
びつかない。入り口部分の学生獲得、出口での管理栄養士国家試験とによって引き起こされる悪い
スパイラルに落ち込まざるを得ない後発大学の窮状はどのようにすれば改善できるのか、誠に大き
なジレンマと困難を感じる。
5. 受験者と合格率の推移
表 12 は過去 5回の国家試験における各大学の受験者数を 100 人までを 10 人ごとの 7群に、39 人
以下、200 人以上の 2群と全体を 9つの群にまとめたものである。全体の国家試験参加校数は 75、
88、92、102、108 と年々増加してきている。中でも第 20 回から第 21 回の 13 校、第 22 回から第 23
回の10校が大きな変化で本学も第23回からの参入組である。この表をグラフにしたのが図1である。
これを見ると 39 人以下は微増し校数からすると第 24 回で 19 校となり最も多くなっている。最大の
受験者数群 :200 人以上の大学は関東、近畿、九州に各 1校ありいずれも私立で、学生獲得から国家
試験合格まで、超スーパー養成施設である。このような大規模校と一線を画する 40 人台の大学はこ
－ 17 －
図 1.　受験者群別占有率推移
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図 2.　合格率別施設占有率
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20 回 21 回 22 回 23 回 24 回
39 人以下 9 13 14 16 19
40 人台 10 8 12 13 14
50 人台 10 12 7 7 6
60 人台 6 7 4 10 17
70 人台 8 10 21 17 17
80 人台 8 12 11 14 12
90 人台 10 13 8 10 8
100 人台 11 11 12 12 12
200 人台 3 2 3 3 3
計 75 88 92 102 108
表 12　受験者群の推移　（2005 年度～ 2009 年度）
（新卒）
20 回 21 回 22 回 23 回 24 回
40％未満 4 1 1 3 3
40％台 11 0 3 8 5
50％台 8 6 8 9 7
60％台 10 10 7 16 15
70％台 8 17 22 21 19
80％台 22 24 25 31 32
90％台 11 27 23 14 24
100% 1 3 3 0 3
計 75 88 92 102 108
表 13　合格率別施設の推移　（2005 年度～ 2009 年度） （新卒）
－ 18 －
こ 5年間常に全体の約 13％程度で最も変化が見られない。これらはほとんどが国公立である。卒業
すればどのような大学の卒業であれ一人の栄養の専門職として業務にあたるわけであるが、これら
両者大学での学びの環境の違いは大きいと言わざるを得ない。これらの狭間にある 50 人台、90 人
台の大学はともにかなりの減少傾向が見られ、60 人台、70 人台が私立では最も多い受験者数となっ
ている。
表 13 には合格率を 40％から 100％まで 10％刻みにしてここ 5年間の新卒の施設数をまとめた。
それをグラフ化したものが図 2である。
新卒者の平均合格率は第 20 回から 72.3％、81.8％、80.6％、74.2％、78.7％であったが、これら表、
図ともにそれを表している。ここ 5回で最も合格率の高かった第 21 回では 100％が 3校、90％台が
27 校と両方あわせると全体の 34％以上と実に 1/3 以上の大学がこの中に入っていた。こういう国家
試験の難易度があると常にその後は戻り現象で、第 23 回は 100％はゼロ、90％台の大学も 14 とそ
れ程多くないといった結果でここだけを見ると国家試験難易度は 3年周期の傾向が窺える。
薬剤師国家試験
1. 薬剤師国家試験の概要
これまで管理栄養士国家試験を中心に筆者なりの分析や考えを示してきたが本稿では表 14 から表
17 までに薬剤師国家試験新卒者の状況をまとめてみた。薬剤師は管理栄養士が職場をともにする専
門職の一人である。1949年 :昭和24年に第1回の国家試験実施とウィクペディアに記載されている。
これから 2010 年（平成 22 年）3月の国家試験で第 95 回を数えるということは 1年に複数回実施さ
れていた可能性がある。ちょうど今は 4年制と 6年制移行の過渡期で 2011 年 :第 96 回は 4 年制過
程最後の国家試験ということである。表 14 はここ 3年間の受験者数、合格率を国公私立別にまとめ
たものである。前述のとおり今は 4年制から 6年制への修業年限の移行期で第 95 回の受験者数が極
端に少ないのは 4年制の既卒者が対象とのことである。よって合格率においても 93 回、94 回試験
結果と大きく異なる。
長い期間薬剤師養成施設は全く増加が見られなかったとのことであるが 6年制への移行が取りざ
たされて第 94 回国家試験から私立 No56 から No61 までの 6大学が新たに参入している。よって表
15.16 は 4 年制課程現役学生最後の国家試験である第 94 回の結果をもとに管理栄養士国家試験同様
の分析を試みた。受験者定員比率は管理栄養士と同様の傾向を示し国立は定員以上の学生が受験し
ている。1校平均受験者数は国立が 84.3 人と管理栄養士の 2倍近い数値で、公立は国立より 30 人近
く多い受験者数である。私立となると信じられないような 209.4 人という結果であった。薬剤師合
格率は管理栄養士と異なり私立 >公立 >国立となって率直に言って驚いた。表 16 に示した地域別
の結果は受験者定員比率において若干差が認められる。九州地域、北海道地域が 8割台であるが信
越・東海・北陸地域と中国・四国地域とが定員を超えた人数が受験している。しかし合格率では差
－ 19 －
受験者数 合格率
93回:受験者数 94回:受験者数 95回:受験者数 93回:合格率 94回:合格率 95回:合格率
国立 1 84 74 7 88.1 73.0 28.6 
国立 2 77 79 6 70.1 75.9 33.3 
国立 3 93 79 6 91.4 89.9 0.0 
国立 4 84 85 6 82.1 63.5 66.7 
国立 5 100 109 7 85.0 75.2 85.7 
国立 6 77 82 4 85.7 89.0 50.0 
国立 7 87 76 5 78.2 75.0 20.0 
国立 8 84 86 3 81.0 74.4 33.3 
国立 9 84 80 0 83.3 83.8 0.0 
国立 10 59 67 1 81.4 85.1 0.0 
国立 11 91 102 5 83.5 74.5 40.0 
国立 12 83 79 3 85.5 78.5 66.7 
国立 13 81 84 4 86.4 88.1 0.0 
国立 14 91 98 4 75.8 78.6 0.0 
公立 15 151 126 5 87.4 85.7 40.0 
公立 16 133 119 7 88.7 87.4 28.6 
公立 17 85 94 5 85.9 75.5 60.0 
私立 18 145 123 12 84.8 92.7 33.3 
私立 19 186 176 61 83.9 86.9 75.4 
私立 20 375 360 29 83.7 89.7 27.6 
私立 21 274 261 23 83.2 81.2 30.4 
私立 22 243 243 4 92.6 89.7 50.0 
私立 23 292 274 6 85.3 89.4 66.7 
私立 24 192 201 8 93.2 87.6 37.5 
私立 25 180 173 17 89.4 92.5 58.8 
私立 26 257 238 3 89.9 82.4 0.0 
私立 27 407 397 50 98.0 90.7 68.0 
私立 28 181 222 8 93.9 79.3 50.0 
私立 29 207 227 2 90.8 91.2 100.0 
私立 30 273 264 25 92.3 97.0 76.0 
私立 31 371 375 41 91.9 91.2 51.2 
私立 32 314 269 31 80.9 81.8 35.5 
私立 33 172 185 12 80.8 74.1 41.7 
私立 34 486 449 150 67.7 62.8 18.7 
私立 35 244 305 45 95.5 91.8 60.0 
私立 36 346 344 29 89.6 88.7 48.3 
私立 37 262 290 24 96.2 94.8 75.0 
私立 38 145 170 13 89.7 78.8 23.1 
私立 39 227 216 55 93.8 90.3 74.6 
私立 40 213 196 33 91.5 82.1 51.5 
私立 41 269 256 34 97.8 92.2 47.1 
私立 42 202 180 9 82.2 84.4 33.3 
私立 43 206 186 26 86.4 76.3 34.6 
私立 44 310 333 45 86.5 84.4 28.9 
私立 45 108 104 74 75.9 56.7 1.4 
私立 46 188 199 4 90.4 86.4 25.0 
私立 47 141 127 22 88.7 93.7 68.2 
私立 48 103 102 20 92.2 97.1 30.0 
私立 49 105 89 7 71.4 77.5 0.0 
私立 50 182 144 51 51.6 86.8 5.9 
私立 51 133 122 22 72.2 83.6 9.1 
私立 52 173 193 17 78.0 81.9 52.9 
私立 53 129 178 50 90.7 77.5 32.0 
私立 54 103 92 16 89.3 92.4 56.3 
私立 55 137 120 26 94.2 94.2 34.6 
私立 56 147 81 68.7 39.5 
私立 57 142 46 76.1 47.8 
私立 58 132 4 96.2 0.0 
私立 59 163 0 91.4 0.0 
私立 60 128 0 93.0 0.0 
私立 61 119 5 95.0 0.0 
（既卒） （既卒）
表 14　薬剤師国家試験新卒者状況（2008 年～ 2010 年）
（新卒）
－ 20 －
入学定員計 受験者計 受験者定員比率
1校平均
受験者数 合格者計 合格率（％）
国立 14 校 1130 1180 104.4 84.3 928 78.6
公立 3 校 340 339 99.7 113.0 283 83.5
私立 44 校 9639 9214 95.6 209.4 7894 85.7
計 61 校 11109 10733 96.6 176.0 9105 84.8
表 15　第 94回薬剤師国家試験実施状況（国公私立別）
（新卒）
入学定員計 受験者計 受験者定員比率
1校平均
受験者数 合格者計 合格率（％）
北海道 3 校 440 373 84.8 124.3 321 86.1
東北 4 校 690 675 97.8 168.8 553 81.9
関東 20 校 4500 4179 92.9 209.0 3609 86.4
信越東海北陸 10 校 1556 1764 113.4 176.4 1413 80.1
近畿 10 校 2040 1942 95.2 194.2 1698 87.4
中国四国 7 校 930 1015 109.1 145.0 855 84.2
九州 7 校 953 785 82.4 112.1 656 83.6
表 16　第 94回薬剤師国家試験実施状況（地域別）
（新卒）
受験者数 合格者数 合格率（％） 受験者数 合格者数 合格率（％）
76 回 1991 年 8885 7540 84.9 10288 8196 79.7 
77 回 1992 年 8546 6712 78.5 10447 7497 71.8 
78 回 1993 年 8297 7232 87.2 11307 9051 80.0 
79 回 1994 年 8415 6921 82.2 10875 7872 72.4 
80 回 1995 年 8790 7055 80.3 11982 8514 71.1 
81 回 1996 年 8825 7473 84.7 11937 9154 76.7 
82 回 1997 年 8747 7367 84.2 11582 8729 75.4 
83 回 1998 年 8548 7010 82.0 11530 8387 72.7 
84 回 1999 年 8506 7328 86.2 11739 9051 77.1 
85 回 2000 年 8620 7625 88.5 11529 9213 79.9 
86 回 2001 年 8208 6901 84.1 10683 8108 75.9 
87 回 2002 年 8367 7412 88.6 11148 9009 80.8 
88 回 2003 年 8345 7387 88.5 10850 8802 81.1 
89 回 2004 年 8504 7349 86.4 11048 8653 78.3 
90 回 2005 年 8626 8047 93.3 11590 9781 84.4 
91 回 2006 年 8456 7200 85.1 11046 8202 74.3 
92 回 2007 年 8791 7525 85.6 12112 9154 75.6 
93 回 2008 年 10025 8652 86.3 13773 10487 76.1 
94 回 2009 年 10733 9105 84.8 15189 11300 74.4 
95 回 2010 年 1318 523 39.7 6720 3787 56.4 
表 17　直近 20年における薬剤師国家試験実施状況
 （新卒） （新卒 +既卒）
－ 21 －
はほぼないと言ってもよいのではないか。表 17 のここ 20 年間における状況を見ても受験者が新卒
は 8000 人台、既卒者も合わせた数が 11000 人台とずっと変化無く続いて来たことがわかる。しかし
薬剤師養成の世界においても新たな風が吹き込まれ徐々に変革がなされていくことが予想される。
薬剤師国家試験は、管理栄養士の国家試験より早く（3月の第一土日の 2日間）に 行われ 3月中
の結果発表がなされている。基礎薬学 60 問、衛生薬学 40 問、薬事法規等 20 問が 1日目、2日目は
医療薬学と総合問題　計 120 問で、管理栄養士の 9領域及び応用問題　計 200 問を 1日で実施する
のとは異なる。合格基準は 6年制移行になることで様々な変革がなされるようであるが現行は下記
のとおりである。
1．全問題の配点の 65％を基本として問題の難易補正をして得た実際の総得点以上である。
2．各科目の得点が全て配点の 35％以上である。
管理栄養士の合格基準は 200 問を 1問 1 点として、総合点 60％以上の者、つまり 120 点以上確保
できた者が合格とされている。薬剤師は問題の難易度補正をした上で 65％の総得点率でしかも各科
目は 35％以上正解しなければならないということである。
また、大学間の格差をなくすための共用試験も導入される運びで CBTや主として技能・態度評
価のために OSCEの 2つのテスティングが実施されるとのことである。
薬剤師のほか女性が多いコメディカルスタッフの保健師、助産師、看護師の国家試験合格基準も
調べてみたが看護師の必修問題の 80％以上を除き総得点の 60％以上であった。
名称や業務独占資格の専門職の養成・教育は学生と大学といった狭小な関係だけでなく社会全体
の様々な問題が複雑にからむために改めていくことは、誠に困難である。
今回の論叢執筆を機に、周辺国家資格試験のことを少し学ぶことができた。国家試験で管理栄養
士を取得して 35 年の者として、遅きに失した感もあるがこのように少し周囲を見ることで管理栄養
士の養成・教育のあり方に心を向けるよい機会となった。
最後に管理栄養士国家試験について貴重な資料を提供下さった厚生労働省健康局総務課の増田利
隆主査に厚く御礼申しあげます。
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